
 

再犯防止における新たな支援策の提案 

～中間支援を中心とした更生支援モデルの構築～ 

■ 目的

 刑務所出所者等の再犯防止を目指して、官と民が連携し、円滑な社会復帰のために矯正施設在所中より更生支

援のためのプログラムを開始し、再犯率の低下と職場定着の向上を目指す。 

■ 目標

（1）矯正施設におけるプログラムの開始 

（2）中間支援モデルの構築 

（3）職場定着に向けたフォローアップの推進

■ モデルの目標値

・中間支援モデル修了率（6 ヵ月）：80％

・職 場 定 着 率（2 年以内）：40％

■ 内容

（1）矯正施設におけるプログラムの開始

①仕事フォーラム

②職業講話，職場見学，社会奉仕活動等の制度の活用

③外部講師と連携した指導等の開始（基礎学力訓練，メンタルサポート等）

（2）中間支援モデルの構築

就 労 ：企業等での就労（雇用） 

住 居 ：住居としての中間支援施設の設置 

仲間づくり：自助グループや支援団体との連携 

教 育 ：基礎学力、就労スキル訓練 

（3）職場定着に向けたフォローアップの推進

①雇用の支援

②中間支援施設での定期的フォローアップ研修及び相談

③ネットワークの強化

。 

■ 計画

１年目の近畿及び九州の実績を踏まえ，順次全国への展開を目指す
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